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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2024-2025年度クラブ方針 

「みんなの力を結集し、 

    未来に繋がる活動を」 

しみにしています。 

井上君：菅沼様、本日の卓話よろしくお願いします。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 上野山（栄）委員長〕 

本日の出席者１７名／２５名     

（うち出席規定免除者５名／８名）   

 

〔中村会長〕 

 本日は三菱電線工業箕島製作所の菅

沼副所長に「事業の取組みと今後の市

況・展望」というテーマでお話していただ

きます。三菱電線工業は100年以上の歴

史があり、1907年に日本電線株式会社

として創立し、私が物心ついたころには

大日日本電線（大日）でした。大日は約

27年近く継続されましたが、1986年には現在の三菱電線

工業株式会社に商号変更となりました。大日のころから私

の父が産業医として従事しており、父が亡くなったのを契

機に私が継承致しました。現在600人以上の従業員がおら

れますので、健診結果のチェック、就業制限者や要治療

者への面談は毎年大変です。しかし総務課や保健師の活

躍もあり、以前に比べて職員一人ひとりの健康への意識が

向上していまして、要治療者も毎年減少しているのではな

いかと思います。 

 今日は事業所が行う産業医選任について少しお話させ

ていただきます。どのような会社でも常時50人以上の労働

者を使用する事業所は産業医の選任が義務付けられて

います。しかし厚労省の調査では産業医を選任していな

い事業所が9％程度あるとのことです。労働安全衛生規則

には産業医を選任すべき事由が発生した日から14日以内

に速やかに選任することとなっていまして、違反すると50

万円以下の罰金が科せられます。産業医の業務は職場

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１０８回例会） 

令和７年３月１３日(木）  

〔中村会長〕 

 

 

             〔親睦活動小委員会 嶋田委員長〕 

ゲスト：菅沼 豊 氏 

    （三菱電線工業 箕島製作所 副所長） 

 

〔井上SAA〕 

中村君：菅沼副所長、ようこそ有田RCへ。卓話宜しくお願

い致します。 

菅原君：菅沼様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の

卓話宜しくお願い致します。 

石垣君：菅沼豊様、ようこそ有田RCへお越し下さいまし

た。本日の卓話よろしくお願い致します。 

上野山（捷）君：菅沼豊様、ようこそ有田RCへお越し下さ

いました。本日の卓話よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：菅沼副所長様、本日の卓話よろしくお願い

します。 

松村君：菅沼様、有田RCへお越しいただきありがとうござ

います。お話楽しみにしています。 

上野山（栄）君：三菱電線工業 菅沼副所長様、本日はよ

ろしくお願いします。休みが続いて失礼しています。罰

金のつもりでニコニコ(笑)。 

木本君：三菱電線工業 箕島製作所 副所長 菅沼豊

様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の卓話宜しく

お願い致します。 

嶋田君：三菱電線工業 箕島製作所 副所長 菅沼様、

ようこそ有田ロータリークラブへ。本日の卓話よろしくお

願いします。 

福田君：菅沼様、本日の卓話よろしくお願い致します。楽

令和７年３月２７日 第３１０９回 

・外部卓話：「子ども食堂について」 

 中尾さなえ氏（一社 Smile スミレ会 理事） 

・ソング：「我等の生業」 

  令和７年４月３日 第３１１０回 

・会員リレー卓話：成川雅史君、児嶋正人君 

 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３１０８ Nｏ． 

会長の時間  

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報小委員長  

中村 吉伸 

菅原 佳典 

川口健太郎 



巡視、長時間労働やメンタル不調者の産業医面談、スト

レスチェック、健康診断結果のチェックおよび事後処置

の確認、労働安全衛生委員会への参加などで、1000人

以上の労働者を抱える事業所は専属産業医が必要であ

り、3000人を超えると2名必要になります。また有害業務

を中心とする事業所の場合は500～1000人であっても専

属産業医が必要になります。これから産業医を置く必要

のある事業所はそれぞれ所属する医師会にご連絡いた

だくとスムーズな選任が可能だと思います。 

 

〔菅原幹事〕 
1.2640地区 
 地区資金使途不明金問題についての報告 

【回覧】 

・地区資金使途不明金問題の報告書 

【掲示･閲覧】 

・地区内各クラブ例会変更 

・議事録 

 

 

        〔ロータリー広報小委員会 成川（雅）委員〕 

3月は水と衛生月間 

【横組】 

P.5 R1会長メッセージ 

 ステファニーA.アーチック 

 一つの小さな行動 

 安全な水の提供に取り組む。一つの

小さな行動が人々の生活を変える。

それこそが、ロータリーのマジックです。 

P.7 水と衛生 

 NPO法人日本トイレ研究所代表理事 加藤 篤 

 ・トイレが使えない 恐怖 

 ・災害時のトイレ事情と影響 

 ・水の停止がもたらすトイレ危機 

 ・災害トイレの準備は必須 

 ・あれば安心ではない災害トイレ 

 ・トイレを我慢する子どもたち 

 つまり、衛生環境確保、共に備え、安心な社会の実現

を目指して行きましょう。 

P.15 2025-26年度 RI会長 

 マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ氏 

 マリオさんはブラジルの印刷業界で、11年間会長を務め

た国際感覚あふれるビジネスパーソンです。 

・RI会長エレクトが挙げる日本の課題 

 ・DDFの未使用を減らす 

 ・女性会員の割合 

 ・RI委員会への参加を促す 

P.24 2023年「ロータリー文庫」は、「電子図書館」となりま

した。 

P.43 2025年5月31日(土)に日台ロータリー親善会議が

札幌で行われます。 

【縦組】 

P.4 SPEECH  佐々木 成三 

 財産と命を守る防犯マニュアル 

 身を守るには特徴、手口を知ること 

P.9 この人を訪ねて  平野幸司さん 

 「情」と「理」のバランスを生かして続けるフードロス、障

害者アート、後進育成。 

P.19 日台ロータリー親善会議に関連して、私の1冊 

 台湾流通革命(ちくま新書) 

 

 

※情報・研修小委員会〔橋爪（誠）委員長〕 

 職業分類に「腎臓内科」を追加 

※親睦活動小員会〔嶋田委員長〕 

 親睦家族旅行について 

 

 

 「事業の取組みと市況・展望について」 

三菱電線工業 箕島製作所 

副所長 菅沼 豊氏 
私たち三菱電線工業株式会社は、ゴ

ムや樹脂、金属を用いて各種部品を

製造しています。これらの製品は、目

には見えない縁の下の力持ちとして、

皆さんの生活と未来を陰で支えてい

ます。例えば、航空機やロケット、自

動車、半導体製造装置、医療装置な

どの部品に数多く使われています。 

 1958年に日本で初めて航空機用Ｏリングの製品化に

成功して以来、航空宇宙分野で用いられるゴム、樹脂、

金属などの部品を開発製造しています。確かな技術か

ら生まれる高い品質が空の安全を守ります。また、自動

車には安全性と耐久性が求められ、過酷な環境下でも

耐えうる部品を製造しています。 

 半導体製造装置は家電から航空宇宙分野まで欠かす

ことのできない製造装置です。高い精度はもちろんのこ

と、常に進化が求められます。医療装置、人工透析装置

など、人命に深く関わるところにも私たちの製品は使わ

れています。 

 新たに製品開発設計する際には、コンピューターを用

いたシミュレーション技術を活用しています。このシミュ

レーションによって、検討時間と費用を大幅に圧縮する

ことができます。製造工程を自動化することにより、より

品質の高い製品をより短時間でお客様にお届けできる

よう努力しています。 

 また、人と社会と地球のためにという理念のもと、全社

員が社会的な誇りと喜びを持って取り組むことができる

よう、常に快適な職場環境を整えています。三菱電線工

業株式会社箕島製作所では、有用かつ安全で環境に

も配慮した製品を提供できるよう、原材料の混合から納

品に至るまで、各工程での品質を確認しながら作り込み

に努めています。 

 近年の産業発展に伴う地球温暖化や環境汚染は深

刻になるばかりですが、地球にやさしい製品の開発、自

然環境を次世代につなぐ技術の発展を目指し、私たち

はものづくりを通じて社会に貢献できるよう、強い意志を

持って歩み続けます。 

 

２ 

水と衛生月間 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

ロータリー友誌の紹介 

閉会・点鐘 〔中村会長〕 


